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．はじめに
近年の英語教育は，平成 年（中学校告示）及び平成 年（高等学校告示）の学習指導要領に示された 実践的コ

ミュニケーション能力の育成 に主眼が置かれている。しかし，一方コミュニケーション重視の指導から，学習者の

文法力の低下が叫ばれるようになった。その反省から 流暢さ に加え， 正確さ 及び 複雑さ を向上させるこ

との必要性にも目が向けられるようになった。 （ ）は， の研究における 流暢さ ， 正確さ 及

び 複雑さ の測定指標を挙げている。その中の の指標には， ， ，

， などがあり， という言葉を使用している。このように，我々日本人の 学習環境

における発話は，あくまで“ ”であり，“ ”にはなりえないように思える。従って， （ ）

が提唱するコミュニケーション能力のうち“ ”を向上させ，意図した意味内容を何とかして対

話者に積極的に伝達するように努力する能力を育成することによって とうまく付き合う という考え方が，

より建設的なのではないだろうか。第 言語（ ）によるコミュニケーションでは語彙や文法構造の知識などが不

足して意思伝達に困難を感じることがよく起こるので， 学習者はコミュニケーションに関する様々な問題と折り

合っていく方法を指導されることで利益を享受することになる（ ， ）。

さらに， （ ）は，個人のもつ百科事典的な知識と言語能力を統括し，最後の決定を下す実行機能とし

て方略的能力（ ）を位置付けている。つまり，学習者がそのときもっている知識をできる限り利

用し，意味の交渉（ ）を行い，コミュニケーションの目的を達成しようとするのが方略的能力

である。コミュニケーション方略（ ）（ ）を指導することは，学習者の 積極的にコミュニ

ケーションを行う態度 の育成につながるのではないだろうか（平野， 高橋， ）。

そこで本稿では，英語指導の主たる情報源である教科書でどのように が扱われているかを調べ，分析する。先

行研究の一例として， （ ）がある。 は日本の中学校で使用されている検定教科書で がどのように扱わ

れているかという視点で 社 冊の教科書を分析している。その結果， 理論を取り入れ，積極的に指導に取り入

れようとする傾向は本文だけでなく練習問題の中でもほとんど見られなかったことを報告している。本稿ではその結

果を受け，昨今ますますその需要を増している英会話スクールで使用されているテキストに焦点を絞り， がどの

程度会話の中に盛り込んで編纂されているかを分析する。また， （ ）の結果と本稿の結果を比較し，日本の

中学校で使用されている検定教科書と英会話スクールで使用されているテキストでの の使用頻度がどのように違

うか，あるいは同じ傾向を示すか，について検証する。

．英語教材における の扱われ方
学習指導要領の変遷に関わる の扱い方

平成 年（中学校），平成 年（高等学校）に告示され，（内容に関して 年に一部改訂）それぞれ翌年から学年

進行で実施され，平成 年 月 日に完全実施となった。かくして中学校（外国語）の目標は， 外国語を通じて，

言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，聞くことや話すこ

となどの実践的コミュニケーション能力の基礎を養う，となり，高等学校（外国語）では，日常生活の身近な話題に

ついて，英語を聞いたり話したりして，情報や考えなどを理解し，伝える基礎的な能力を養うとともに，積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を育てる，という 実践的コミュニケーション能力 積極的にコミュニケー
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ションを図ろうとする態度 の育成に主眼がおかれた目標を達成するための指針が打ち出されたわけである。中学校

においては， イ 話すこと の内容に （エ）つなぎ言葉を用いるなどいろいろな工夫をして話が続くように話すこ

と が盛り込まれ，高等学校においては 第 オーラルコミュニケーション 内容 （ ）言語活動の取り

扱い にて，（ウ）繰り返しを求めたり，言い換えたりするときなどに必要となる表現を活用すること，（エ）ジェ

スチャーなどの非言語的手段の役割を理解し，場面や目的に応じて効果的に用いること という文言が盛り込まれて

いる。これは明らかに の一部を組み込んだ部分であるといえる。

一方で，ゆとり教育が提唱され，授業時数が削減されることとなった。その後も関心・意欲・態度を重視する考え

から外国語教育に費やされる時間は，学習指導要領に示された目標の壮大さとは裏腹に縮小の一途をたどっている。

結果として，教科書で扱う内容に の理論的背景を持つ表現やスキルを明示的に指導するセクションを設けること

が困難になるのは，言わば当然であろう。

日英教科書における全体的な傾向

日本の英語教科書では， （ ）， （ ）が示すように， について積極的に言及しているとは

いえない。さらに，英米の出版社が出版している教科書にも の理論的な背景を盛り込んだセクションはほとんど

設けられていない（ ），という報告がある。そこには次のような理由が考えら

れる。 の定義や分類に関しては，これまで多くの研究者が試行錯誤を続け， （ ）によって一

応の落着を見たようにも思える。しかし，いまだ研究者によって捉え方が異なり，同じような機能を持っていても異

なるネーミングや範疇を有している。その結果，教科書中では体系的な 指導を避け，会話の中に暗に盛り込まれ

ているに過ぎず，その指導の在り方についてはまったく教師側に委ねられているとも言える。

（ ）の中学校英語科検定教科書分析結果

（ ）は， の指導可能性，またその指導方法が明らかにされていないこと，学習者が自身の目標言語知

識の欠如を補う能力の解明がいまだなされていない点を指摘している。また，指導可能性の是非を論ずる前に考えな

ければならない問題として，以下の 点を挙げている（ ）。

．研究の方法論に関して（トレーニング期間の短さ，トレーニングの対 が語彙的な方略に限定されている，

データがトレーニング直後にとられ，学習者の意識が方略的問題解決に向けられた状態であること）。

．学習者の言語能力（形式に関して）の発達に対する トレーニングの貢献度が吟味されていない。

．教科書を含む指導資料や，学習環境からどれだけ方略的能力を獲得するか吟味されていない。

は以上 点のうち 番目の問題に焦点を当て， 社 冊（ ， ， 学年）の中学校英語科検定教科書を本

文と における 使用頻度に関して分析している。分類の枠組みは （ ）を使用しており，

分類に関しては，以下の 種の のタイプを分析している（表 ）。分析結果については，以下の表 に示した（各

教科書が 学年すべて（ 冊）を含んでいたので，表中 の項目は， 冊あたりの平 出現回数を示してい

る）。

の分析結果は次の通りである。すなわち，どの教科書においても表現に偏りがあり， 種類の方略タイプのう

ち， 種類に関して各 冊において平 回を下回っている。語彙的方略では の使用頻度が高く，

英語辞書に掲載されている日本語を除いても 冊につき平 で 回の出現頻度である（表中の は，英語辞書に

表 の の分類（ ， ， ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ）
（ ）

（ ）



掲載されている日本語（ ）を除いた数値である）。さらに， や はほとんど

見られなかった。相互作用方略（ ）についてもその頻度の少なさを報告している。例えば，

（ ）（ ）は 冊につき平 でたった 回， （ ）は 回

であった。さらに， や はほとんど出現していなかった。 に関

しては， の例がかなり多く 冊中計 回）見られた。最も使用頻度が高かった， に注目し，そ

の下位分類を示してさらに詳細に分析している。

の中で最も頻度が高かったのは，“ ”で全体のおよそ ％であった。教科書 冊あたりの使用頻度は，平

で 回であった。また，興味深いことに，文中で出現する位置に注目し，次の点を報告している。まず，ほとん

どの は，文の最初の部分に位置しており（ ％），そのうちの ％が対話者の発話のすぐ後に，しかも発話の

はじめで使用されている，と述べている。このことから， の教科書における提示に関して次のような不備を指

摘している。すなわち， は，発話者が発話内容を構築したり，コミュニケーションの問題を切り抜けようとす

る際に，発話の始め以外で使用されることが多いので，学習者が の としての機能を習得するには適

切な提示方法だとは言いがたい，ということである。

．英会話教材分析の方法
教材分析の目的

（ ） の指導可能性に関しては，異論を唱える研究者もあるが，これまで様々な研究者によって肯定されてきた

（ 平野

）。また，指導

の際に使用するタスクも様々なものが開発されている（平野

）。さらに，平野（ ）は， （ ）の を取り入れたコミュニケーションの評価項目を提示し，評価材

料とするテストは，教師が生徒の発話したい内容を容易に推測できるようなタスクを行った際のテストのほうが望ま

しく，そのほうが評価に集中できる，という点について言及している。また，その際の評価項目についても あまり

分析的になりすぎないように （ ）留意する必要があることを主張している。このように，授業中に実践可能

なタスクが開発され，しかもその評価項目まで提案されているにもかかわらず，言語指導の基本的なソースである英

語の教科書や指導資料には，明示的に の概念を取り入れ，構成されているものは数少ないのが現状である

（ ）。学習者の英語によるインタラクションを円

滑にし，流暢さを助長する働きがある の が，一般向けの英会話スクールで使用されているテ

キストにおいてどの程度扱われているかを調査し，分析することで，より自然な文脈での 使用の効果的な指導に

関して示唆を得たいと考える。

分析対 の教科書に，英会話スクールのテキストを採用した理由の一つに，英会話スクールが公教育での外国語と

しての英語学習（ ）環境とは異なる点がある，ということが挙げられる。少人数制により常にネイティブ・ス

表 （ ）



ピーカー（ ）との会話を行う機会が設けられており，すべての授業が 講師陣主導による ％英語による学習環

境が保障されている。言わば，日本において最も第 言語としての英語（ ）学習環境に近い形で指導が行われて

いると言えよう。そういった指導環境で採用されているテキストのほとんどは一般的には英会話スクール独自で編纂

されている。また，テキスト中の会話場面の設定は，海外における生活場面での会話が中心である。本稿で採用した

（ ）のテキストに関して言えば，ほとんどが 同士の比較的長い会話である。 （ ）の

教科書は逆に日本人学習者の会話能力を高めることが念頭に置かれて編纂されていることが巻頭の“

”に明言されている。そのため会話の設定は，そのほとんどが と日本人留学生との会話場面である（一部

設定上 同士の会話場面を含むが）。以上のような特徴を持つ英会話スクール教材における，会話中に盛り込まれて

いる 使用例とその使用頻度を調べることによって英語教材開発の示唆を得ることができよう。また，教育現場で

英語教師が 指導を通して，現行の教科書に加え，自然な文脈での 使用の例を資料として生徒に提示し，より円

滑なコミュニケーション活動を授業に組み込むことによって，より豊かな表現力を生徒に身につけさせることができ

るものと考える。

（ ） （ ）が分析した，中学校の英語科検定教科書と英会話スクールで使用されているテキストに出現する

の頻度を比較し，教材開発に関する示唆を得たいと考える。

分析教材

日本の大手英会話スクール 社（ ， ）が採用しているテキスト 種類（各 種類ずつ）を分析する。

） （ ）の使用教材

（ ） （以下 …初級用）

（ ） （以下 …中級用）

（ ） （以下 …上級用）

） （ ）の使用教材

（ ） （以下 …初級用）

（ ） （以下 …中級用）

（ ） （以下 …上級用）

の分類

の分類に関しても様々な研究者によって異なった分類がなされている。しかし，概ね合意を得ている点として

以下の種類が挙げられる。

大きく分けて 意図したメッセージの一部または全部を伝達しようとするのを回避する 回避方略（

）と なんとかして意図したメッセージを伝達しようとする 達成方略（ ）に分けら

れる（ ， ， 参照）。 の下位項目には，メッセージを中途で破棄

する とトピックそのものを回避する がある。 には，言語方

略（ ）と非言語方略（ ）に分けられる。さらに，言語方略は母語に依存する

と目標言語に基づく が含まれる。

本稿では， で述べたとおり，日本の英語教育が掲げる大きな目標としての 実践的コミュニケーション能力の

育成 ということを念頭に置き，教科書に扱われている の分析を行う（ は

分析の対 としない）。 （ ）， （ ）， （ ）， （ ），

（ ）を参考にして，以下の 種類の のタイプを設定して分析を行った（表 ）。



分析の方法

（ ）表 で示した分類にしたがって，各テキストに出現する を分析し，その出現頻度を全体，及びスクール別

に調べた。また，（ ） （ ）の中学校の検定教科書における 出現頻度と比較する。その際， （ ）が

使用している分類に含まれる と本研究が分析している のタイプが若干異なるので，両研究において共通に分析

対 としている 種類（ ， ， ， ， ，

， ，及び ）について比較した。 出現頻度の比較では，小度数のも

の（ ， ， ）を除外して， の 検定を行った。

．結果と考察
分析対 テキスト全体（全 冊）の の使用頻度

もっとも出現頻度が高かった は， で 使用総数の ％（ ），ついで ，

， ，となっている。（表 参照）。また， 及び は，

どのテキストにも出現しなかった。全体的にみて，分析対 とした 種類の は，平 的に出現しているとは言え

ず，かなりの偏りが見られた。これには次のような要因が考えられる。まず， のテキストは，ほとんどの

会話が海外における 同士の会話場面であり， のテキストは日本人と との会話であるが，場面は留学先

の海外での会話という設定であるため， や，話者の に関する知識が対話者に存在することが伝達機

能の前提となる が出現しなかったものと思われる。また， の出現頻度が高かったことは，会

話を断絶させることを回避し，会話を円滑にし，話者が発話内容を構築する手段としての の機能が ，

にかかわらず十分果たされることを示していると思われる。

第 に，初級，中級，上級レベルそれぞれにおける の出現頻度の違いから，レベルが上がるにしたがってテキ

ストで を扱う頻度が減少していることに注目したい。両スクールのテキストの傾向として，レベルが上がるにし

たがって，会話場面の掲載が極端に減り，代わって，話題提供となる新聞記事や海外の文化の紹介や雑誌記事にある

ような説明文を掲載するように構成されている，と言えよう。上級レベルでは，モデルの会話をもとに練習する形式

ではなく，話題にしたがって生徒の自発的な発話を促すディスカッション形式の授業が中心的に行われていると考え

られる。また，本稿の分析は，テキストの会話部分に焦点を当てているため，極端に上級レベルのテキストの 出

現頻度が著しく減少していることは容易に予想がつく。それにもかかわらず， はレベルがあがっても各テキス

ト中の出現頻度の割合を維持し続けていることは注目に値するであろう。

最後に， ，さらに （出現しなかった を除く）と

を比較すると， のほうが極めて多く出現しており， と の差は 回以上である。

これは，英会話スクールの特徴を浮き彫りしており，よりオーセンティックな教材が使用されているということがで

きる。つまり，対話者間の相互作用による問題解決の手法が育成される可能性が高いといえる。また，中でも

の頻度が高く（ほとんどが相手の発話に含まれる語彙が理解できず，あるいはよく聞き取れず，

その単語を で質問するものであった（資料参照）），積極的に情報を得ようとする姿勢を促進する可

能性があり，やはりオーセンティックなテキストの特徴を浮き彫りにしている。 の中で最も使用頻度が高

かったのは， であった。この方略の使用によって，自ら意図した意味内容を積極的に伝えようとする

意識を高めることができるであろう。またその性質上，“ ”になりがちであり，加えて，様々な文法事項（関

表 の分類



係詞節や 節， 節などを含む）を駆使することとなり，文法能力の向上を促す可能性を秘めている（

）と考える。

と のテキストの比較（表 参照）

（ ） のテキスト

のテキストは，全体として 節で示した 冊すべての傾向と同様の出現頻度であった。しかし，

， に関しても皆無であったことから，完全に の出現が確認されなかっ

たわけである。理由として考えられることは， 節で挙げたように，オーセンティックな言語使用を目的としたテ

キストであるため， の会話場面がほとんどを占めていることが主要な要因であると考える。対話者間に の

違いがないため，上記のように の知識を活用して会話の問題解決を行う が見られないということは当然であろ

う。また，そうすることで，学習者自身が自己の に頼ることを排除し，積極的に目標言語で問題解決をすること

ができる，と言うこともできる。

冊に共通して見られた の出現傾向は （ 冊）に限っても同様に見られた傾向であるが，注目すべ

き点は， （初級）から （中級）にテキストが移るに従って， 冊全体における 出現頻度は，多少減少してい

るわけだが，その中で， に関しては，増加している点である。ここでは，さらに多くの を使用すること

で，より多くの発話を促しているのではないだろうか。

さらに， の出現頻度は， （初級用テキスト）においては 回であったが， （中級用テキスト）

では 回， （上級用テキスト）では 回と頻度が増えている。全体的な頻度が下がっている中で，増加傾向を示

していることは特筆すべきである。おそらく，言語資源が少ない学習者には， や

を使い，他者からの支援を得てコミュニケーションを達成できるように配慮されていると考えられる。ま

た，他者から更に情報が要求され， で言い換えを行うことによって会話の問題解決を行い，持ってい

るあらゆる言語資源を活用するようにトレーニングしていると考えられる。中級に移行するにあたって，自らの統語

的な知識の欠如に気付き，他の利用可能な言語資源にアクセスし，表現を再構成する の使用が促されて

いる。それにより，統語的に正確な構造を持った言語を産出する練習が提供されると言えよう。

（ ）のテキスト

と同様，全体的に に含まれる の出現頻度が少なく， 及び の使

用に偏っているといえる。また のテキストに関する大きな特徴としては， の一つである

（ 冊で計 回）が出現していることが挙げられる。このような傾向を示した理由として，

のテキストが日本人向けに構成されており，場面設定が と日本人留学生の会話であることが主要な要因であると

表 英会話スクールの各テキストで扱われている の出現頻度

小計 平 小計 平 合計 平

（小計 ） （小計 ） （小計 ）



考えられる。 と に関して出現頻度が高い理由は， 節で について述べた通

り， や を駆使し，対話者からの支援を受けてコミュニケーションの断絶

を防ぎ，意図した目的を達成する方法を活性化することがその要因であると考えられる。また， が出

現している理由は，日本人の文化に関する会話が盛り込まれており，英語の語彙に含まれないもの（ ， ）に

ついて説明する必要性から生じたものと思われる。

さらに， で最も一般的であった が では， のテキストより出現回数は少ないが，

他の種類の に比べて最も多かった。このことからも の という機能を十分に生かすこと

で話者の発話を継続することの重要性がうかがえる。

さらに， にはなく， のテキストのみに言えることは， のテキストの各レッスンで，

“ （ ）”，“ （ ， ）”というコラムが設けられており， 同意や

同情の表し方 ， 話しかけたいとき に加え， 相手が言ったことの確認を取りたいとき など本稿が焦点を当てて

いる のタイプも指導の一環に加えられていることである。これらは，必ずしも話者の言語資源不足でコミュニ

ケーション上の困難に陥った時に用いられる方略に留まらず，ビジネスやその他のあらゆるコミュニケーション場面

を円滑にするための，言わば広義の が紹介されている。そこでは を系統的に指導するためのタスクや様々なコ

ミュニケーション活動が積極的に紹介されているわけではないが，しかし，そこに含まれる情報を基にした活動を教

師が任意で提供することが可能である。

（ ）の分析結果との比較

表 は，テキストにおける の出現頻度（素数と％）を示している。小度数の ， ，

を除外して， （日本の検定教科書と英会話スクールのテキスト） （ のタイプ）の

検定を行った結果， の出現回数の偏りは有意であった（ （ ） ， ）。表 の残差分析結果から，

と に関しては，中学校の教科書において多く出現した。逆に，

及び に関しては，英会話スクールテキストに多く出現していることが分かった。このことから，英会話スクー

ルテキスト中の対話部分に出現する には，日本の中学校英語科検定教科書に比べて話者の に依存するものが明

らかに少ないと言える。逆に，コミュニケーションの困難（意図した意味内容を伝達するために必要な語彙がない，

思い出せないなど）に直面した際，意図した意味内容を変えないで別の表現を構築し言い換えたり，“ ”や

“ ”など多種多様な表現で時間を ぐなど，あくまで目標言語（英語）をもとにした方略でその困難を切

り抜ける例が，日本の中学校検定教科書に比較すると多く提示されているといえよう。一方， に

ついては，日本の教科書は， 全体の総出現数（ 回）中 ％を占め，英会話スクールテキスト（ ％）より割合

が多いことから，日本の教科書のほうが，対話者の発話の意図が正確に伝達されなかった場合などに，明瞭化の要求

や説明を求めることで積極的にインプットを得ようとする態度の育成，ひいては， 実践的コミュニケーション能力

の育成 に配慮していると言えるかもしれないが，日本の中学校の検定教科書では，各一冊に平 出現回数が 回

（ 冊中 回）と少なく（ ）， が十分に出現しているとはいえなかった。

表 中学校英語科検定教科書（ ）と英会話スクールテキスト（本研究）の の出現頻度の比較

（ ） （ ） （ ） （ ）
（ ） （ ） （ ） （ ）

ののタイプ
中学校教科書（ ， ） 英会話テキスト（本研究）

冊中の
総出現回数 （％） 冊中の

総出現回数 （％）

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％



．結論
本研究では，次の点が明らかになった。（ ）英会話スクールのテキストには，分析対 とした 種の の出現頻

度にはかなり偏りがあること，中でも がその 割以上を占めた。（ ）テキストのレベルが上がるにつれ， 全

体の出現頻度が下がった。（ ） 中心の方略よりも 中心の方略（ ）やインタラクションに基づく

方略（ ）の出現頻度が高かった。（ ） （ ）が実施した中学校の検定

教科書の分析結果との比較では， の出現回数は， 英会話スクールのテキストにおいて極めて多かったが，

に関しては，日本の検定教科書のみに現れた。また， の頻度数は十分であると

は決して言えなかったが，テキスト比較においては，日本の中学校の検定教科書のほうが，少し多かった。逆に

は，日本の検定教科書より英会話テキストに若干多く出現していることが明らかになった。

発話者が発話を構成するための時間を ぐことができる は，英会話スクールのテキストにおいて，文頭のみ

ならず，文中にも頻繁に出現していたことから，日本の中学校検定教科書では出現位置（文頭だけでなく（ ，

））に配慮したり，さらに多くの 表現 を導入するなど，現行の教科書において何らかの改善が図られる

必要性があるのではないだろうか。あるいは，インタラクションに基づく などの英文例を教師が

適宜用意したり， の指導を日々の授業に組み込み， 等を意識的に多用することによっ

て，よりオーセンティックな 指導の中で，生徒の文法能力を高めることが可能になるものと考える。

今後の課題として，次の点が挙げられる。

さらに多くの英会話スクールのテキストを の観点から分析する。

日本の高等学校検定教科書や大学で使用されているテキストと英会話スクールテキストを の観点から比

較する。

本研究は，教科書の本文のみを比較しているので， においてどのように のトレーニングがなされ

ているか，という視点で検定教科書と英会話スクールテキストを比較する。

英会話スクールのテキストにおける， タイプと出現場面の関係を明らかにする。
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